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１ ａを正の数とします。下の図のように，ｙ軸に平行な直線ℓが，関数ｙ＝χ２のグラフ，

ｙ＝ａχ２のグラフ，χ軸と交わる点をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとします。

ＡＢ＝２ＢＣのとき，ａの値を求めなさい。（H17宮城県入試問題）

２ ａとｂを正の数とします。下の図のように，χ軸に平行な直線ℓが，ｙ軸，関数ｙ＝ａχ２

のグラフ，関数ｙ＝ｂχ２のグラフと交わる点をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとします。

ＡＢ＝ＢＣのとき，ａとｂの比を求めなさい。ただし，点Ｂと点Ｃのχ座標はともに正の

数とします。（H17宮城県入試問題）
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点Ａ，Ｂ，Ｃのχ座標をｔとする。
それぞれの座標は

したがって

ＡＢ＝２ＢＣであるから，
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ので，

点Ｂのχ座標をｔとする。
ＡＢ＝ＢＣより，点Ｃのχ座標は２ｔとなる。
点Ｂはｙ＝ａχ
点Ｃはｙ＝ｂχ

点Ｂと点Ｃのｙ座標は同じであることから，
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